
大気汚染観測機器に
よる常時監視について

衛生環境課
環境対策担当
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県内の監視体制について

⽇南保健所測定局

油津⼩学校測定局
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測定局

測定局舎 測定局内
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測定機器
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測定項⽬、発⽣源及び健康影響

健康影響主な発⽣源測定項⽬

呼吸器症状、喘息化⽯燃料の燃焼、⽕⼭等SO2⼆酸化硫⻩

呼吸器症状、喘息⼯場・事業場、⾃動⾞排ガスNO、NO2、
NOx窒素酸化物

⽬やのどの粘膜に刺激を与え、呼
吸器症状、頭痛窒素酸化物等から⼆次⽣成されるOx光化学オキシダント

呼吸器症状、循環器症状、喘息⼯場・事業場、⾃動⾞排ガス、⻩砂
や砂塵SPM浮遊粒⼦状物質

呼吸器症状、循環器症状、喘息⼯場・事業場、⾃動⾞排ガス、⻩砂
や砂塵PM2.5微⼩粒⼦状物質

呼吸器症状、発がん性⾃動⾞排ガス、揮発性有機化合物HC炭化⽔素

酸素⽋乏、⼀酸化炭素中毒⼯場・事業場、⾃動⾞排ガスCO⼀酸化炭素
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測定結果の公表
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アドレス https://www.miyazaki-taiki.jp/kankyo/taiki/hourreport/



測定結果の公表
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アドレス https://www.miyazaki-taiki.jp/kankyo/taiki/map/



測定結果の公表
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アドレス https://www.miyazaki-taiki.jp/kankyo/taiki/graph/



測定結果の公表
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アドレス https://soramame.env.go.jp/



環境基準の達成状況（令和６年度）
環境基準とは・・・⼈の健康を守るうえで達成されることが望ましい基準

達成数／測定数測定項⽬

１４／１７⼆酸化硫⻩

１４／１４⼆酸化窒素

０／１４光化学オキシダント

１５／１５浮遊粒⼦状物質

１５／１５微⼩粒⼦状物質（PM2.5）

３／３⼀酸化炭素
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緊急時（注意報・警報）の基準

警報基準注意報基準汚染物質

次のいずれかに該当する場合
０．５ｐｐｍ以上が３時間継続
０．７ｐｐｍ以上が２時間継続

次のいずれかに該当する場合
０．２ｐｐｍ以上が３時間継続
０．３ｐｐｍ以上が２時間継続
０．５ｐｐｍ以上
４８時間平均値が０．１５ｐｐｍ以上

硫⻩酸化物

３．０ｍｇ／ｍ３以上が３時間継続２．０ｍｇ／ｍ３以上が２時間継続浮遊粒⼦状物質

５０ｐｐｍ以上３０ｐｐｍ以上⼀酸化炭素

１ｐｐｍ以上０．５ｐｐｍ以上⼆酸化窒素

０．４ｐｐｍ以上０．１２ｐｐｍ以上オキシダント
11



緊急時（注意報・警報）の情報伝達経路
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光化学オキシダント注意報

・令和元年５⽉２３⽇に注意報基
準(120ppm)を超過し、本県初と
なるオキシダントの注意報発令

・５⽉２４、２５⽇も注意報を発
令した

・３⽇間で２５市町村へ注意報を
発令し、県内で４⼈から健康被
害の報告があった（⽇南保健所
管内はなし）
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⼆酸化硫⻩注意報

・令和７年７⽉４⽇に注意報基
準(０．５ppm)を超過し、注意
報を発令

・新燃岳の噴⽕の影響と考えられ、
周辺には硫⻩臭がしたとの報告

・健康被害の報告はなし
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濃度が⾼くなった場合

【⾼濃度時の対応】
・屋外での激しい運動をさける

・⼦供、⾼齢者及びぜんそく等を持っている⽅は外出を控える

【被害を受けた時の対応】
・⽬の痛みを感じた時は、⽔道⽔で洗眼する

・のどの痛みを感じた時は、うがいする

・呼吸困難等がある場合は、医療機関を受診する
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注意報等のメール配信サービス
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きれいな⼤気環境を保つために

・⽣活習慣を⾒直す

・再⽣可能エネルギーを利⽤する

・⼤気汚染への関⼼を持つ
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